
3.改善策

・保護者の保育に関して寄せられた点は継続、発展していきたい。

・心配な点については、職員で話し合い見直しを重ね、理解をしていく。改善が

必要な箇所は、修繕をしていく。

・災害時のメール配信については、確認していきます。

・病児、病後児保育の要望や日祝保育の要望も多い。また、一時保育の充実が求められ

ている。要望に対して、何ができるかを職員で考えていくことが必要。

・保育者が余裕、ゆとりをもって保育できる環境になってほしいという要望もある。

・子ども主体に保育を組み立てている。一人一人の保育者が、子どもの要求を真

剣に受け止め、活動に移していることを保護者も理解してくれている。生活、あ

そびの中で、子どもの成長や発達を見守りながら保育をし、保護者にもおたより

や懇談会、日々の送迎時に子どもの姿を話をする中で、理解や安心につながって

いる。コロナ禍ではあるが、子どもの成長にとって大切にしたいことを一定理解

し、園の感染対策にも一定の理解をしてくれている。

・園全体で食を大切にしていることを保育や毎日の献立の中で保護者が理解して

くれている。

・子どもの気持ちに寄り添い、尊重し、大切にした保育をしてくれる。水遊び、散歩、

山登りなど戸外であそぶことが多いところ。

・親の気持ちにも寄り添ってくれる姿勢。担任の先生だけではなく、園全体で子どもを

見てくれているのが伝わり、信頼できる。

・異年齢保育の中で、上、下の子との関わりのなかでたくさんの経験ができている。

・給食やおやつが手作りで安心。野菜や魚が多く、身体によい食事を提供してくれる。

〈心配な面〉

・散歩の回数が少なくなっていないか？という声がある。

→コロナの影響もあって園外にでれない期間もあったので、散歩に出られないひ

も多かった。機会を見つけては園外の散歩には行ってはいた。状況によりいけな

い場合もあるが、散歩に行くことのみではなく、園庭で集団遊びをしたりとあそ

びの中で様々な子と関わることは、子どもたちにとっては必要な身体作りだと考

えています。

・先生の人数が少ないように感じます。目が行き届いていない時があり、少し不安にな

ります。

・災害時の配信メールを確実に必要な保護者に連絡がいくようにしてほしい。

こぐま保育園の自己評価（２０２２）

こぐま保育園

運営のまとめ 保護者アンケートの意見より

１・よかった点 〈安心できる面〉


